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特 集
平成29年度
当初予算と主要事業



◆
子
育
て
支
援
の
充
実

　
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
合
わ
せ
、

継
続
的
に
支
援
を
行
う
た
め
の
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー「
に
ら
ち
び
」

で
の
活
動
。
そ
れ
に
加
え
、
当
事

者
目
線
で
の
相
談
支
援
や
情
報
提

供
に
よ
り
、
子
育
て
支
援
施
設
や

事
業
等
へ
の
円
滑
な
利
用
に
つ
な

げ
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ

た
る
ま
で
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対

し
て
、
総
合
的
相
談
支
援
を
提
供

す
る
た
め
の「
韮
崎
す
く
す
く
子
育

て
相
談
セ
ン
タ
ー
」の
開
設
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
子
育
て
環
境
の
整
備

　
す
ず
ら
ん
保
育
園
と
同
様
に
甘

利
山
の
木
材
を
使
用
し
た
、
園
児

に
や
さ
し
い
温
も
り
の
あ
る
再
編

第
2
保
育
園
は
、
藤
井
公
民
館
と

の
公
共
施
設
の
集
約
化
に
よ
り
、

複
合
施
設
と
し
て
公
共
施
設
最
適

化
事
業
債
な
ど
有
利
な
財
源
を
確

保
し
、
文
化
ホ
ー
ル
の
駐
車
場
等

周
辺
環
境
と
の
利
便
性
に
も
配
慮

し
な
が
ら
、
平
成
30
年
4
月
の
開

園
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
進
め
て
お
り
ま
す

市
立
保
育
園
の
民
営
化
に
つ
い
て

は
、
選
定
委
員
会
に
お
い
て
、
優

韮崎市名誉市民大村智博士のノーベル賞受賞は、私たちに大きな感動を与え、
郷土への誇りと愛着を感じさせてくれました。昨年は、「幸福の小径」に大村
智博士の銅像を建立し、前方の富士山や後方の八ヶ岳と一緒に、銅像の写真
を撮られる方が市内外から多く訪れていました。地方創生の取り組みが本格
化している中で、地域の魅力を活かしたまちづくりの推進が最重要課題と
なっています。「強くて美しいまち・韮崎」「元気で豊かなまち・韮崎」「夢と
思いやりのあるまち・韮崎」の 3つの挑戦を実現させるため、市民目線で心
のこもった市政運営に、「チーム韮崎」で取り組み、将来に夢と希望の持てる、
活力あるまちづくりを推進していきます。
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将
来
を
担
う
子
ど
も
を

の
び
の
び
育
む
ま
ち
づ
く
り

先
交
渉
事
業
者
が
選
定
さ
れ
た
の

で
、
今
後
詳
細
な
条
件
等
に
つ
い

て
協
議
し
、
明
年
度
か
ら
の
民
営

化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
学
校
教
育
の
充
実

　
甘
利
小
学
校
の
大
規
模
改
修
事

業
は
、
1
階
に
給
食
室
、
2
階
に

は
I
T
化
し
た
図
書
館
に
パ
ソ

コ
ン
ル
ー
ム
を
併
設
し
た
学
習
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
昨
年
度
末
に

竣
工
し
、
本
年
度
は
旧
給
食
棟
の

解
体
と
校
舎
の
本
格
的
な
改
修
に

取
り
組
み
、
平
成
30
年
度
の
完
成

を
目
指
し
ま
す
。

　
韮
崎
北
東
小
学
校
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
を
、
新
た
な
車
両
へ
入
れ
替

え
、
児
童
が
安
心
し
て
快
適
に
通

学
で
き
る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
成

長
す
る
た
め
の
環
境
や
教
育
を
受

け
る
機
会
の
中
で
、
課
題
や
困
難

を
抱
え
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、

子
ど
も
の
将
来
が
生
ま
れ
育
っ
た

環
境
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も

に
は
、
学
習
に
必
要
な
環
境
整
備

と
そ
の
機
会
均
等
を
図
る
た
め
、

中
学
生
を
対
象
に「
子
ど
も
の
学

習
支
援
」を
実
施
し
ま
す
。

1 子ども医療費助成事業費 112,449

2 ひとり親家庭医療費助成事業費 19,519

3 児童センター管理運営費 40,598

4 地域子育て支援センター管理運営費 29,973

5 ファミリーサポート支援事業費 1,160

6 不妊症対策支援事業費 6,400

7 保育園運営費 287,120

8 病児・病後児保育所運営費 15,125

9 子ども・子育て支援事業費 111,745

10 再編保育園・藤井公民館整備事業費（保育園分） 658,878

11 私立幼稚園奨励補助事業費 34,624

12 小中学校運営事業費 102,771

13 小中学校給食運営事業費 160,270

14 小学校スクールバス運行事業費 39,313

15 甘利小学校大規模改修事業費 238,409

16 育英奨学金貸付事業費 7,680

将来を担う子どもをのびのび育むまちづくり
� 予算額（千円）
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◆
医
療
体
制
の
充
実

　
生
活
習
慣
病
を
中
心
と
し
た
疾

病
の
予
防
、
合
併
症
予
防
を
含
む

重
症
化
予
防
、
介
護
予
防
、
後
発

医
薬
品
の
使
用
や
適
切
な
受
診
行

動
を
促
す
た
め
、
昨
年
度
そ
の
基

礎
と
な
る
国
保
医
療
費
の
分
析
を

国
保
健
康
寿
命
サ
ポ
ー
ト
事
業
と

し
て
行
い
ま
し
た
。
本
年
度
は
分

析
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
に
本
市
の
疾

病
状
況
に
特
化
し
た
デ
ー
タ
ヘ
ル

ス
計
画
を
策
定
し
、
課
題
に
対
し

て
適
切
な
個
別
指
導
や
保
健
事
業

を
実
施
し
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん

の
さ
ら
な
る
健
康
寿
命
の
延
伸
と

◆
公
共
バ
ス
の
充
実

　
市
民
バ
ス
路
線
の
見
直
し
や
利

便
性
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
調
査

検
討
を
行
い
そ
の
改
善
に
努
め
て

い
き
ま
す
が
、
通
学
の
利
便
性
を

向
上
す
る
た
め
、
中
学
生
以
下
の

市
民
バ
ス
利
用
料
金
を
、
1
回

1
0
0
円
と
し
て
い
つ
で
も
通
学

の
手
段
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
充
実
し
ま
す
。

◆
道
路
等
の
整
備

　
主
要
地
方
道
韮
崎
昇
仙
峡
線
に

つ
い
て
は
、
土
地
の
買
収
状
況
に

誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

心
地
よ
い
定
住
環
境
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り

医
療
費
の
適
正
化
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
診
療
情
報
の
一
元
化
と

待
ち
時
間
の
短
縮
化
を
目
指
し
た

電
子
カ
ル
テ
の
導
入
が
本
格
稼
働

と
な
り
、
さ
ら
な
る
患
者
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
病
院
機

能
の
評
価
を
受
け
る
と
と
も
に
急

性
期
か
ら
在
宅
医
療
へ
繋
ぐ
地
域

包
括
ケ
ア
病
床
を
新
設
し
在
宅
復

帰
に
向
け
た
支
援
を
行
い
、
地
域

に
愛
さ
れ
信
頼
さ
れ
る
病
院
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
高
齢
者
福
祉
の
充
実

　
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
で
は
住
民
主
体
の
自
主
活

よ
り
順
次
、
歩
道
と
車
道
の
施
工

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
市
道
龍
岡
18
号
線
に
架
か
る
堀

切
橋
に
つ
い
て
は
、
上
部
架
設
工

事
に
着
手
し
、
引
き
続
き
通
行
の

安
全
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
市
道
藤
井
6
号
線
、
穴
山
22
号

線
、
旭
58
号
線
、
神
山
2
号
線
に

つ
い
て
は
、
地
域
住
民
の
利
便
性

の
向
上
や
小
中
学
生
が
安
心
し
て

通
学
で
き
る
歩
道
設
置
な
ど
引
き

続
き
交
通
安
全
の
確
保
に
努
め
ま

す
。

動
で
あ
る「
お
助
け
隊
」に
よ
る
生

活
援
助
サ
ー
ビ
ス
、
身
近
な
地
区

単
位
で
定
期
的
な
交
流
の
場
を
設

け
る
閉
じ
こ
も
り
予
防
事
業
や
、

リ
ハ
ビ
リ
専
門
員
を
派
遣
し
て
住

民
主
体
の
運
動
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
地
域
リ
ハ
活
動
支
援
事
業
、

さ
ら
に
は
包
括
的
支
援
事
業
の
実

施
に
よ
り
地
域
の
高
齢
者
誰
も
が

参
加
で
き
る
介
護
予
防
体
制
や
住

み
慣
れ
た
地
域
で
高
齢
者
が
自
分

ら
し
い
生
活
を
維
持
で
き
る
支
援

体
制
づ
く
り
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

◆
防
災
体
制
の
強
化

　
消
防
・
救
急
体
制
の
充
実
の
た

め
、
清
哲
分
団
の
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
の
更
新
を
行
い
、
消
防
力
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

　
防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
犯
罪

発
生
の
抑
止
を
図
る
た
め
引
き
続

き
、
防
犯
灯
の
L
E
D
化
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

防
災
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

は
、
国
の
電
波
法
の
通
信
規
格
が
、

平
成
34
年
11
月
末
に
現
行
の
ア
ナ

ロ
グ
方
式
か
ら
デ
ジ
タ
ル
方
式
へ

移
行
さ
れ
、
本
年
度
は
庁
舎
内
遠

隔
操
作
、
放
送
聞
き
直
し
機
能
、

災
害
対
策
本
部
と
避
難
所
と
の
双

方
向
通
信
や
庁
内
行
政
防
災
無
線

室
の
1
階
か
ら
3
階
へ
の
移
設
な

ど
の
機
能
強
化
を
含
め
、
実
施
設

計
を
行
い
ま
す
。

1 健康教育事業費
（健康ポイント事業含む） 1,532

2 予防接種事業費 68,997
3 がん検診事業費 53,072
4 健康ふれあいセンター管理運営費 47,428
5 老人福祉センター管理運営費 13,322
6 臨時福祉給付金支給事業費 93,778
7 重度心身障害者医療費助成事業費 109,515
8 障害者自立支援給付費等負担事業費 728,498
9 障害児通所支援事業費 59,678
10 社会福祉関係計画策定事業費 3,000
11 消防団運営事業費 51,737
12 消防ポンプ自動車整備事業費 19,547
13 安全・安心なまちづくり事業費 5,767
14 災害対策事業費 10,898
15 防災行政無線デジタル化推進事業費 25,521
16 生活保護施行事業費 314,700

17 生活困窮世帯の子どもに対する学習
支援事業費 738

＊ 韮崎市立病院運営事業費 2,575,000
＊ 国民健康保険運営事業費 3,710,091
＊ 後期高齢者医療保険運営事業費 290,610
＊ 介護保険運営事業費 2,374,570

1 浄化槽設置促進事業費 18,859

2 廃棄物処理対策事業費 66,414

3 ごみ減量アクションプラン推進事業費 265

4 資源リサイクル推進事業費 18,169

5 火葬場管理運営費 24,127

6 市営住宅改修事業費 45,212

7 定住促進住宅改修事業費 48,698

8 持家住宅定住促進助成事業費 8,000

9 市立公園等管理費 9,649

10 市民バス運行事業費 45,818

11 高齢者タクシー利用助成事業費 3,325

12 市単独道路整備事業費 189,498

13 市道（旭）58号線道路整備事業費 23,000

14 市道（神山）2号線道路整備事業費 32,259

15 堀切橋拡幅整備事業費 225,807

16 道路施設長寿命化推進事業費 74,142

＊ 水道事業費 1,419,139

＊ 公共下水道事業費 1,382,919

誰もが安心して暮らせるまちづくり� 予算額（千円）

心地よい定住環境のあるまちづくり� 予算額（千円）

＊印は特別会計・企業会計

＊印は特別会計・企業会計
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◆
魅
力
あ
る
観
光
施
策
の
充
実

　
美
し
い
富
士
山
を
望
む
こ
と
が

で
き
る
本
市
の
特
性
を
活
か
し
、

「
韮
崎
か
ら
望
む
四
季
折
々
の
富

士
山
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」を
開

催
し
て
、
全
国
に
誇
れ
る
韮
崎
版

「
富
嶽
36
景
」を
選
定
し
ま
す
。

◆
中
小
企
業
及
び	

	

　
小
規
模
事
業
者
支
援

　
「
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

振
興
基
本
条
例
」に
基
づ
く
支
援

策
と
し
て
、
新
た
に
、
従
業
員
が

業
務
上
必
要
な
資
格
を
取
得
す
る

際
の
経
費
の
一
部
を
、
商
工
会
を

通
じ
て
助
成
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
第
3
期
ま
ち
な
か
活
性

◆
高
校
生
議
会
の
開
催

　
選
挙
権
年
齢
の
引
き
下
げ
に
よ
り

18
歳
以
上
の
方
に
選
挙
権
が
与
え
ら

れ
ま
し
た
。
市
の
ま
ち
づ
く
り
や
政

治
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め

に
高
校
生
議
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
広
報
電
子
ブ
ッ
ク
化
開
始

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
広
く
普
及
す

る
中
で
、
い
つ
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
見
れ
る
環
境
に
な
っ
た
こ
と
に

と
も
な
い
、
広
報
誌
の
電
子
ブ
ッ
ク

化
を
図
り
ま
す
。

◆
効
果
的
な
行
財
政
運
営

　
災
害
時
に
お
け
る
地
域
防
災
拠
点

と
し
て
の
機
能
強
化
の
た
め
、
庁
舎

1
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
天
井
耐
震
化

及
び
強
化
ガ
ラ
ス
へ
の
更
新
な
ど
来

庁
者
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
庁
舎

へ
と
整
備
し
ま
す
。

◆
ふ
る
さ
と
納
税
の
充
実

　
寄
附
手
続
の
簡
素
化
や
返
礼
品
の

充
実
に
よ
り
、
寄
附
額
が
飛
躍
的
に

増
加
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
返
礼
品
の

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
増
や
し
本
市
を

P
R
し
て
い
き
ま
す
。

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

人
が
集
う
交
流
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

健
全
な
行
政
活
動
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

化
計
画
を
社
会
情
勢
や
市
民
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
引
き
続
き
ま
ち
な

か
に
賑
わ
い
を
創
出
す
る
新
た
な

計
画
と
し
て
策
定
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

◆
企
業
誘
致
の
促
進

　
上
ノ
山
・
穂
坂
地
区
工
業
団
地

第
2
期
造
成
事
業
に
つ
い
て
は
、

地
域
住
民
へ
の
説
明
会
を
開
催

し
、
周
辺
道
路
の
整
備
を
行
い
、

早
期
の
造
成
工
事
着
手
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
農
業
生
産
基
盤
の
整
備

　
市
内
全
域
に
お
い
て
地
域
の
特

性
に
合
っ
た
区
画
整
理
、
道
路
及

び
水
路
整
備
を
総
合
的
に
実
施
し

農
業
生
産
の
効
率
化
と
農
家
の
経

営
安
定
化
を
図
る
た
め
、
引
き
続

き
各
種
事
業
に
取
り
組
み
、
農
業

環
境
を
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

◆
健
康
ウ
ォ
ー
ク
の
推
進

　
春
は
大
村
先
生
が
称
賛
す
る
郷

土
の
展
望
を
楽
し
み
春
の
息
吹
を

感
じ
る
武
田
の
里
と
新
府
桃
源

郷
コ
ー
ス
、
秋
は
本
市
自
慢
の

3
6
0
度
の
山
岳
展
望
と
秋
の
味

覚
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
穂
坂
ぶ

ど
う
郷
コ
ー
ス
と
い
ず
れ
も
自
然

を
満
喫
し
、
地
域
の
魅
力
を
再
発

見
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

◆
文
化
・
芸
術
の
振
興

　
大
村
美
術
館
開
館
10
周
年
記
念

事
業
と
し
て
、
収
蔵
庫
増
築
、
記

念
図
録
の
発
行
、
大
村
記
念
室
の

開
設
に
併
せ
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
及

び
企
画
展
の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
美
術
館
大
村
記
念
室
に
つ

い
て
は
、
先
生
の
ご
功
績
を
多
く

の
方
に
紹
介
す
る
た
め
、
ノ
ー
ベ

ル
賞
メ
ダ
ル
や
美
術
愛
好
家
と
し

て
の
秘
蔵
の
作
品
な
ど
を
展
示
す

る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
ま
ち
な
か
美
術
館
構
想

事
業
と
し
て
、
幸
福
の
小
径
へ
の

彫
刻
作
品
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

国
内
で
活
躍
す
る
優
れ
た
作
家
に

よ
る
9
作
品
を
平
成
30
年
4
月
に

披
露
す
る
予
定
で
す
。

1 県営畑地帯総合土地改良事業費 67,626

2 小土地改良事業費 89,753

3 農業基盤整備促進事業費 40,300

4 県営農村地域防災減災事業費
（沢村堤・三ッ沢地区） 2,200

5 新規就農者支援事業費 21,960

6 まちなか活性化推進事業費 19,287

7 企業立地支援事業費 6,925

8 商工団体育成事業費 8,177

9 観光振興事業費 19,972

10 再編保育園・藤井公民館整備事業
費（公民館分） 150,945

11 市立図書館管理運営費 66,342

12 文化ホール管理運営費 134,975

13 大村美術館開館10周年記念事業費 40,808

14 まちなか美術館事業費 9,794

15 地域文化振興事業費 28,286

16 ふるさと偉人資料館管理運営費 7,437

17 サッカーのまちプロジェクト事業費 9,040

1 市民交流センター管理運営費 68,048

2 文書管理事務費 27,058

3 広聴広報事務費 20,629

4 男女共同参画社会づくり事業費 1,284

5 地区活動推進事業費 19,255

1 職員研修費 5,404

2 庁舎管理費 125,524

3 企画一般事務費 56,689

4 賦課徴収事務費 39,566

5 長期計画費 4,706

6 情報システム管理費 192,230

魅力あふれるまちづくり� 予算額（千円）

人が集う交流のあるまちづくり� 予算額（千円）健全な行政活動によるまちづくり� 予算額（千円）
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◆
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
推
進

　
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る

大
村
美
術
館
を
中
心
に
武
田
家
ゆ

か
り
の
史
跡
や
わ
に
塚
の
サ
ク
ラ
、

幸
福
の
小
径
な
ど
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
を
周
遊
コ
ー
ス
と
し
て
結
び
付

け
、
本
市
の
魅
力
を
全
国
に
発
信

し
な
が
ら
、
地
域
活
動
の
一
翼
を

担
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
協
力
隊

員
を
武
田
八
幡
宮
に
配
置
し
、
観

光
振
興
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
よ
り
7
年

間
、
サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
と
し
て
、
活
気

に
満
ち
溢
れ
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
と
将
来
を
担
う
人
材
育
成
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
本
年

度
か
ら
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
韮
崎

市
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
継
承
す
る
た

め
、
協
力
隊
員
を
配
置
し
て
本
市

独
自
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
醸
成
を

目
指
し
、
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

◆
移
住
・
定
住
の
促
進

　
世
界
的
な
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ナ
ー

で
あ
る
山
本
健
一
先
生
の
ご
協
力

に
よ
り
、
東
京
駅
前
の
移
住
ガ
ー

デ
ン
に
お
い
て
山
の
魅
力
に
惹
か

れ
る
移
住
定
住
希
望
者
を
対
象
と

し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

韮
崎
市
ま
ち・ひ
と・し
ご
と

創
生
総
合
戦
略

　
ふ
る
さ
と
韮
崎
の
魅
力
発
信
や

山
岳
観
光
事
業
を
展
開
す
る
た

め
、
本
市
の
山
を
テ
ー
マ
と
し
た

イ
ベ
ン
ト
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開

催
し
、
交
流
人
口
の
増
加
を
図
り

ま
す
。

　
ま
た
、
首
都
圏
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
本
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々

と
市
民
が
と
も
に
手
を
携
え
、
ふ

る
さ
と
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
的

と
し
た「
首
都
圏
韮
崎
会
」の
設
立

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

1 中小企業等支援事業費 6,649

2 定住対策促進事業費（合計） 45,348

3 幸せ結婚・出産応援事業費（合計） 1,084

4 子育て応援事業費（合計） 956

5 観光プロモーション推進事業費（合計） 7,739

まち・ひと・しごと創生総合戦略� 予算額（千円）

平成 29 年度当初予算の内訳（一般会計）

歳入 歳出（性質別）

歳出（目的別）

141億
4,500万円

※地方譲与税等には、地方譲与税のほか、
　利子割交付金等の各種交付金の合計を記載しています。

市税
46億999万5千円
(32.6%)

地方交付税
25億8,400万円
(18.3%)

市債
17億3,930万円　
(12.3%)

国庫支出金
16億561万5千円　
(11.4%)

県支出金
10億2,080万7千円
(7.2%)

繰入金
10億1,021万8千円　
(7.1%)

地方譲与税等
7億8,980万円
(5.6%)

使用料及び手数料
3億2,477万8千円
(2.3%)

その他
2億5,632万円(1.8%)

分担金及び負担金
1億1,793万2千円
(0.8%)

財産収入
8,623万5千円
(0.6%)

141億
4,500万円

物件費
25億1,917万7千円
(17.9%)

扶助費
22億7,335万9千円
(16.1%)

普通建設事業費
22億3,855万円
(15.8%)

人件費
18億7,122万7千円
(13.2%)

補助費等
18億4,584万6千円
(13.0%)

繰出金
16億76万8千円
(11.3%)

公債費
14億9,588万8千円
(10.6%)

維持補修費
1億3,278万5千円(0.9%)

積立金
1億1,461万6千円
(0.8%)

予備費
3,000万円
(0.2%)

投資及び出資金
1,510万円(0.1%)
貸付金
768万円(0.1%)
災害復旧費
4千円(0.0%)

民生費
49億4,221万8千円
(34.9%)

土木費
15億8,798万7千円(11.2%)

衛生費
13億9,884万3千円(9.9%)

総務費
15億8,720万8千円
(11.2%)

農林水産業費
5億9,454万5千円(4.2%)

消防費
5億1,149万1千円
(3.6%)

議会費
1億6,046万9千円
(1.1%)
商工費
1億5,142万6千円
(1.1%)
予備費
3,000万円(0.2%)
労働費
2,228万6千円
(0.2%)
災害復旧費
4千円(0.0%)  公債費

14億9,588万8千円(10.6%)

教育費
16億6,263万5千円
(11.8%)
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肺
炎
球
菌
は
、
肺
炎
を
引
き
起

こ
す
原
因
と
な
る
病
原
体
の
一
つ

で
す
。
特
に
高
齢
者
が
発
症
す
る

と
重
症
化
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す

の
で
、
早
め
に
予
防
接
種
を
受
け
、

予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
定
期
接
種
対
象
者

①�

平
成
30
年
3
月
31
日
現
在
、65

歳
、70
歳
、75
歳
、80
歳
、85
歳
、

90
歳
、95
歳
、1
0
0
歳
の
方

で
過
去
に
1
度
も
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
し
た
こ
と
が
な

い
方

②�

接
種
日
現
在
、
60
歳
以
上
65
歳

未
満
の
方
で
、
心
臓
や
腎
臓
、

呼
吸
器
の
機
能
又
は
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機

能
に
障
が
い
を
有
す
る
方（
接

種
を
ご
希
望
の
方
は
身
体
障
害

者
手
帳
を
持
参
の
う
え
保
健
課

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
）

※�
任
意
接
種
と
し
て
す
で
に
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を

過
去
に
1
度
で
も
受
け
た
こ
と

　
韮
崎
市
で
は
、
健
康
診
断
の
受

診
者
や
健
康
づ
く
り
の
実
践
者
を

増
や
す
こ
と
で
早
期
の
病
気
の
予

防
や
改
善
、
健
康
寿
命
を
伸
ば
す

こ
と
を
目
的
に
健
康
ポ
イ
ン
ト
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

健
診
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
で
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
て
、
記
念
品
を
も
ら
お
う

の
あ
る
方
は
助
成
対
象
外
で

す
。
市
で
は
定
期
接
種
が
開
始

し
た
平
成
26
年
度
よ
り
接
種
履

歴
を
把
握
し
て
お
り
ま
す
。
平

成
26
年
度
以
前
に
自
己
負
担
で

接
種
し
た
こ
と
が
あ
る
方
は
助

成
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
の
で

お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

■
実
施
期
間

　
4
月
1
日（
土
）～

　
平
成
30
年
3
月
31
日（
土
）

■
接
種
費
用　
1
／
2
負
担

※�

た
だ
し
上
限
4
千
円
で
1
0
0

円
未
満
は
切
り
捨
て

■
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
実
施
期
間
外
及
び
指
定
医
療
機

関
以
外
で
接
種
し
た
場
合
は
全
額

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
な
お
指

定
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
保
健
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
接
種
手
続
き

　
対
象
者
に
は
3
月
末
に
予
診
票

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の

う
え
接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

‌�


66
歳
以
上
の
定
期
接
種
対
象
者

以
外
で
過
去
に
1
度
も
接
種
し

た
こ
と
が
な
い
方
に
も
接
種
費

用
の
一
部
を
助
成
し
て
お
り
ま

す
。
事
前
に
申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方

は
必
ず
接
種
す
る
前
に
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課 

健
康
増
進
担
当　

�

☎
2
3
‒
4
3
1
0

■
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
概
要

　
健
診（
が
ん
検
診
・
人
間
ド
ッ
ク

等
を
含
む
）や
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事

業
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
の
運

動
教
室
、
公
民
館
各
種
団
体
や
個

人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
で
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
等
を
実
践
し
、
合
計
1
0
0

ポ
イ
ン
ト
以
上
を
達
成
し
た
方

に
、
記
念
品（
1
︐
0
0
0
円
分
ク

オ
カ
ー
ド
）を
贈
呈
し
ま
す
。

■
実
施
期
間

　
4
月
1
日（
土
）～

　
平
成
30
年
3
月
31
日（
土
）

■
対
象
者　
20
歳
以
上
の
市
民

　
（
平
成
29
年
4
月
1
日
時
点
）

■
参
加
方
法

①�

健
康
ポ
イ
ン
ト
手
帳
を
受
け
取

る
。（
配
布
場
所
：
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
・
市
営
体
育
館
、
市
役

所
教
育
課
、
各
町
公
民
館
等
）

②�

ポ
イ
ン
ト
対
象
メ
ニ
ュ
ー（
別

表
）に
参
加
す
る
。

③�
1
0
0
ポ
イ
ン
ト
以
上
達
成
後

健
康
ポ
イ
ン
ト
手
帳
を
提
出
。

確
認
後
記
念
品
を
贈
呈
し
ま

す
。（
提
出
場
所
：
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
）

■
ポ
イ
ン
ト
達
成
受
付
及
び

　
記
念
品
贈
呈
期
間

　
7
月
3
日（
月
）～

　
平
成
30
年
4
月
10
日（
火
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課 

保
健
指
導
担
当

�

☎
2
3
‒
4
3
1
0

の
ば
そ
う

健
康
寿
命
！

　 
貯
め
よ
う
健
康
ポ
イ
ン
ト

�

― 

平
成
29
年
度
韮
崎
市
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
ス
タ
ー
ト 

―

ポイント対象メニュー ポイント
（P）数

ポイント押印方法
保健福祉セン
ター窓口で健
診結果・実践
記録票等を確
認します。

当日受付時に
押印します。

Ａ 健康診断（市や職場等の健康診断・
特定健診・人間ドック）

30Ｐ
（1回まで） ○※1 ○

（結果説明会）

Ｂ
各種がん検診（市や職場等の健康診断・
人間ドック）：何種類受けても30ポイント
までとします。

30Ｐ ○※2 ○
（結果説明会）

Ｃ 歯科健診（市の総合健診・医療機関・
虫歯予防デーイベント） 20Ｐ ○※1 ○

Ｄ 武田の里ウォーク（4月） 20Ｐ ○
Ｅ 武田の里ウォーク（9月） 20Ｐ ○
Ｆ にらさきいきいきウォーキング（3回） 1回20Ｐ ○

G 公民館や各団体等によるウォーキングや運
動を中心とした催しや健康講座への参加

10Ｐ
（2回まで） ○※3

H 個人やグループによるウォーキングや運動（週1回以上を3か月以上行う）
30Ｐ

（1回まで） ○※3

I

•�NPO韮崎スポーツクラブやゆ～ぷるに
らさきプールプログラム等

•�民間団体等による運動を中心とした教
室（週1回以上を3か月以上行う）

30Ｐ
（1回まで） ○※4

※1　健康診査結果用紙等
※2　各種がん検診結果用紙等

※3　実践記録票（健康ポイント手帳）
※4　出席簿等（健康ポイント手帳）

元気な今こそ予防です!
高 齢 者 肺 炎 球 菌
ワクチン予防接種

62017.4

健康



子宮がん検診 乳がん検診
頸部 頸体部 （視触診・超音波検査） （視触診・マンモグラフィー検査）

対象者　※1
（韮崎市民の方）

本年度21歳以上の女性 医師の判断により検診(体部）
が必要と認められた方

本年度25歳～39歳の女性、本
年度40歳以上の偶数年の女性 本年度41歳以上の奇数年の女性

【表1】の対象者は無料クーポン券を使って受診してください。受診券は必要ありません。
受付期間 平成29年4月3日（月）～平成29年12月22日（金）
受診申込

（受診券発行） 保健課（保健福祉センター内）または総合健診会場

受診場所 指定医療機関 山梨県厚生連健康管理センター（保健福祉センター、東京エレ
クトロン韮崎文化ホール）韮崎市立病院　いいのクリニック

受診期間 平成30年1月31日（水）まで
持ち物 健康保険証、自己負担金

自己負担金 2,000円 2,800円
（内800円は医療機関へ支払） 1,000円

ただし、70歳以上は無料。※1
※1　平成30年3月31日現在の年齢となります。

人
間
ド
ッ
ク

■
助
成
額

　
男
性　

2
3
，
0
0
0
円

　
女
性　

2
8
，
0
0
0
円

■
対
象
者

　
韮
崎
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

で
、
平
成
30
年
3
月
31
日
現
在
40

歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方（
昭
和
18

年
4
月
2
日
～
昭
和
53
年
4
月
1

日
生
ま
れ
の
方
）

※�

申
込
時
、
本
人
及
び
世
帯
主
が

市
税
等
を
滞
納（
分
納
）し
て
い

な
い
方

※�

総
合
健
診
受
診
者
は
、
人
間

ド
ッ
ク
を
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

■
受
付
時
の
持
ち
物

•
国
民
健
康
保
険
証

•�

健
診
キ
ッ
ト（
キ
ッ
ト
は
6
月
下

旬
発
送
予
定
。
キ
ッ
ト
の
発
送

前
に
受
付
さ
れ
る
場
合
は
、
保

険
証
の
み
お
持
ち
く
だ
さ
い
。）

早
期
発
見
と
予
防
の
た
め
に

■
受
診
医
療
機
関（
6
機
関
）

　
韮
崎
市
立
病
院
・
韮
崎
相
互
病

院
・
山
梨
病
院
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
・
山
梨
県
厚
生
連
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー
・
甲
府
共
立
病
院
総
合

健
診
セ
ン
タ
ー
・
石
和
温
泉
病
院

（
ク
ア
ハ
ウ
ス
石
和
）

※�

例
年
受
診
期
限
間
際
で
の
予
約

が
殺
到
し
、
受
診
で
き
な
い
状

況
が
生
じ
て
い
ま
す
の
で
、
余

裕
を
持
っ
た
予
約
・
申
込
を
お

願
い
し
ま
す
。

脳
ド
ッ
ク

■
助
成
額（
男
女
と
も
）

　
1
0
，
0
0
0
円

■
対
象
者

　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
平
成
30

年
3
月
31
日
現
在
50
歳
以
上
の
方

の
う
ち
、
前
年
度
脳
ド
ッ
ク
を
受

診
さ
れ
て
い
な
い
方（
昭
和
43
年

4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
、乳
が
ん
・

子
宮
が
ん
検
診
受
診
及
び
手
続
き
の

お
知
ら
せ

※�

申
込
時
、
本
人
及
び
世
帯
主
が

市
税
等
を
滞
納（
分
納
）し
て
い

な
い
方

■
受
付
時
の
持
ち
物

　
健
康
保
険
証

■
受
診
医
療
機
関（
2
機
関
）

　
韮
崎
市
立
病
院
・
秋
山
脳
外
科

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診

　

食
生
活
の
欧
米
化
な
ど
に
よ

り
、
乳
が
ん
や
子
宮
頸
が
ん
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
早
期

に
発
見
し
、
治
療
を
行
え
ば
、
高

い
確
率
で
治
癒
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
ご
自
身
ま
た
は
大
切
な

ご
家
族
の
た
め
、
年
に
一
度
の
検

診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
初
回
対
象
者
及
び
再
勧
奨
対
象

者
で【
表
1
】に
該
当
す
る
方
を
対

象
に
、
検
診
の
自
己
負
担
金
を
免

　
生
活
習
慣
病
や
が
ん
等
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た
め
定
期
的
な
検

診
受
診
を
心
が
け
、
健
康
な
毎
日
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

両
ド
ッ
ク
及
び
検
診
共
通
事
項

■
受
診
券
発
行
期
間　
4
月
3
日（
月
）～
12
月
22
日（
金
）

■
受
付
場
所　
保
健
課（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

■
受
診
期
限　
平
成
30
年
3
月
31
日（
土
）

除
し
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

に
よ
る
乳
が
ん
検
診
ま
た
は

子
宮
頸
が
ん
検
診
を
実
施
し

ま
す
。

■
対
象
者【
表
1
】

　
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
5
月

中
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
詳

細
を
確
認
の
う
え
受
診
願
い

ま
す
。

■�

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
者
以

外
の
方
で
受
診
希
望
の
方

　
事
前
に
受
診
券
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
発
行
期

間
・
受
付
場
所
に
て
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

※【
表
2
】参
照

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課 

健
康
増
進
担
当

�

☎
2
3
‒
4
3
1
0

【表1】

【表2】

初回対象者
年齢 生年月日 対象検診項目
20歳
（21歳）

平成8（1996）年4月2日～
平成9（1997）年4月1日 子宮頸がん検診

40歳
（41歳）

昭和51（1976）年4月2日～
昭和52（1977）年4月1日 乳がん検診

再勧奨対象者
年齢 生年月日 対象検診項目
25歳
（26歳）

平成3（1991）年4月2日～
平成4（1992）年4月1日

子宮頸がん検診
（◎過去にクーポン
券未利用者かつ市
のがん検診未受診
者）

30歳
（31歳）

昭和61（1986）年4月2日～
昭和62（1987）年4月1日

35歳
（36歳）

昭和56（1981）年4月2日～
昭和57（1982）年4月1日

40歳
（41歳）

昭和51（1976）年4月2日～
昭和52（1977）年4月1日

45歳
（46歳）

昭和46（1971）年4月2日～
昭和47（1972）年4月1日

乳がん検診
（◎過去にクーポン
券未利用者かつ市
のがん検診未受診
者）

50歳
（51歳）

昭和41（1966）年4月2日～
昭和42（1967）年4月1日

55歳
（56歳）

昭和36（1961）年4月2日～
昭和37（1962）年4月1日

60歳
（61歳）

昭和31（1956）年4月2日～
昭和32（1957）年4月1日
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市
民
の
皆
さ
ん
へ
お
知
ら
せ

4
月
か
ら
文
化
ホ
ー
ル
の

指
定
管
理
者
が
変
わ
り
ま
す
！

ふるさと納税
協力事業者募集
　韮崎市では、ふるさとの納税の促
進と地元特産品のPRを図ることを
目的として、本市にふるさと納税を
された方に対して地元特産品（果物
や米、ワイン等）をお礼の品として
進呈しています。
　今後さらに本市へのふるさと納税
の促進を図るため、お礼の地元特産
品の拡大・充実を予定しています。
　韮崎市の魅力を発信できる「お礼
の品」のご提案をいただける事業者
を募集します。
■対象事業者
•�韮崎市内で生産または、製造・加
工される商品、サービスの提供者
•�市内に本社または主たる事業所を
有する法人または個人
•�市税の滞納がないこと　等
■対象となる特産品
　農産物のほか、加工品、工業製品
やサービス等
※価格・数量等については、要相談
■問い合わせ
　企画財政課 人口対策担当
� （内線358・359）

　
韮
崎
市
文
化
ホ
ー
ル
の
指
定
管

理
者
が
こ
の
4
月
1
日
よ
り（
株
）

ケ
イ
ミ
ッ
ク
ス
に
変
わ
り
ま
す
。

　
様
々
な
企
画
を
お
届
け
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
文
化
ホ
ー
ル
へ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

【
指
定
管
理
者
実
施
事
業
】

　
（
株
）ケ
イ
ミ
ッ
ク
ス

�

☎
2
0
‒
1
1
5
5

※�

文
化
ホ
ー
ル
の
電
話
番
号
は
こ

れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
（
一
財
）武
田
の
里
文
化
振
興
協

会
は
芸
術
文
化
活
動
の
推
進
の
た

め
の
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

【
地
域
文
化
芸
術
振
興
事
業
】

　
（
一
財
）武
田
の
里
文
化
振
興
協
会

�

☎
3
0
‒
0
5
1
0

※�

事
務
所
は
文
化
ホ
ー
ル
事
務
所
内

■
補
助
対
象
と
な
る
団
体
等

　

市
内
に
活
動
の
拠
点
を
有
し
、

5
名
以
上
で
構
成
さ
れ
る
団
体
や

グ
ル
ー
プ
等
で
、
そ
の
過
半
数
が

市
内
に
在
住
、
勤
務
ま
た
は
在
学

し
て
い
る
団
体
等
。

■
補
助
対
象
事
業

　
市
民
団
体
や
グ
ル
ー
プ
等
が
自

主
的
に
取
り
組
む
事
業
の
う
ち
、

そ
の
事
業（
活
動
）が
市
民
福
祉
の

向
上
及
び
地
域
社
会
の
発
展
な
ど

に
寄
与
す
る
事
業
。

※�

施
設
の
建
設
等
を
目
的
と
す
る

も
の
や
国・県・市
ま
た
は
市
関

連
団
体
の
補
助
金
、助
成
金
の
交

付
を
受
け
て
い
る
事
業
は
除
く
。

■
補
助
の
内
容

•�

1
団
体
当
た
り
50
万
円
を
限
度

（
補
助
対
象
経
費
の
1
／
2
以

内
）

•�

同
一
事
業
に
対
し
、
年
度
中
1

回（
3
年
間
・
計
3
回
を
限
度
）

■
申
請
期
間

　
12
月
15
日（
金
）ま
で

■
提
出
書
類

　
①
交
付
申
請
書

　
②
事
業
の
実
施
計
画
書

　
③�

団
体
の
規
約
、
活
動
報
告
書

及
び
収
支
決
算
書

　
④�

そ
の
他
、
補
助
金
の
交
付
に

関
し
て
参
考
と
な
る
書
類
等

■
申
請
方
法

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
郵
送
ま
た
は
持
参
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
企

画
財
政
課
窓
口
で
配
布
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

※�

審
査
の
う
え
可
否
及
び
交
付
額

を
決
定
し
ま
す
。

■
事
業
実
施
期
間

　
交
付
の
決
定
の
日
か
ら

　
平
成
30
年
3
月
31
日
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課 

企
画
推
進
担
当

　
　
　
（
内
線
3
5
5
～
3
5
7
）

公
募・提
案
型
の
補
助
金
申
請
を
受
付

「
チ
ー
ム
韮
崎
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

　
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
意
欲
の
あ
る
方
々
を
支
援
す
る
た

め
、
市
で
は
、「
公
募
・
提
案
型
補
助
金
」を
交
付
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ア
イ
デ
ア
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇武田の里文化振興協会実施事業
　（地域文化芸術振興事業）
•�武田の里音楽祭
•�武田の里吹奏楽フェスティバル
•�ブリースステージ
•�ワークショップ（陶芸・落語）

◇指定管理者実施事業
　（貸館・自主企画事業）
•�三遊亭好楽・林家たい平二人会、高嶋
ちさ子、綾小路きみまろコンサート
•�大ホールひとりじめ！
•�市民合唱団定期演奏会など
　詳しくはホームページ
　https://www.nirasaki-bunka.jp
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供
用
開
始
区
域
の
拡
大
へ

　
平
成
28
年
度
に
旭
町
上
條
南
割

地
内
の
一
部
で
行
わ
れ
た
下
水
道

工
事
は
、
3
月
末
を
も
っ
て
完
了

し
、
供
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
工
事
に
よ
り
公
共
汚
水
マ

ス
を
設
置
さ
れ
た
方
は
、
4
月
か

ら
新
た
に
下
水
道
へ
の
接
続
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
下
水

道
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

供
用
開
始
区
域
に
下
水
道
が
使

用
で
き
る
土
地
を
お
持
ち
の
方

　
受
益
者
負
担
金
が
か
か
り
ま
す

の
で
、
4
月
中
旬
に
、
申
告
書
を

送
付
し
ま
す
。
ご
確
認
い
た
だ
き

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

宅
内
排
水
設
備
接
続
の
方
法

　
下
水
道
に
接
続
す
る
宅
内
工
事

に
つ
い
て
は
、
市
が
指
定
し
た

「
排
水
設
備
指
定
工
事
店
」に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
指
定
工
事
店

は
市
に
提
出
す
る
必
要
書
類
の
作

成
、
届
出
な
ど
の
手
続
き
を
代
行

し
ま
す
。
指
定
工
事
店
の
一
覧
は

下
水
道
担
当
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、

工
事
費
は
個
人
負
担
と
な
り
ま

す
。

各
種
補
助
事
業
の
ご
活
用
を

●
排
水
設
備
工
事
融
資
あ
っ
せ
ん

①
融
資
あ
っ
せ
ん
額

　
排
水
設
備
工
事

　
資
金
1
0
0
万
円
以
内

②
利
子
補
給

　
市
が
3
％
以
内
の
利
子
補
給

③
償
還
方
法

　

�

融
資
を
受
け
た
日
か
ら
3
年
以

内
毎
月
元
金
均
等
償
還

④
融
資
あ
っ
せ
ん
条
件

※�

処
理
区
域
内
に
居
住
し
て
い
る

こ
と
。

※�

市
税
及
び
受
益
者
負
担
金
を
滞

納
し
て
い
な
い
こ
と
。

下
水
道
事
業
に
ご
理
解
ご
協
力
を

快
適
な
暮
ら
し
を
守
る

【表1】下水道排水設備設置費補助金
� （一般家庭用のみ）

【表2】
合併処理浄化槽設置促進事業補助金

下水道使用料（平成29年4月から）（月額・消費税込）

●
下
水
道
排
水
設
備
費
補
助
金

　
下
水
道
処
理
区
域
内
に
お
い
て

平
成
13
年
4
月
1
日
以
降
に
設
置

届
を
提
出
し
、
合
併
処
理
浄
化
槽

を
設
置
し
た
方
で
、
下
水
道
排
水

設
備
工
事
を
行
う
場
合
、
補
助
金

の
額
は【
表
1
】の
と
お
り
で
す
。

●�

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
促
進
事

業
費
補
助
金

　
下
水
道
認
可
区
域
外
に
、
50
人

槽
以
下
の
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
す
る
方
を
対
象
に
工
事
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

　
な
お
、
現
在
ご
使
用
の
単
独
処

理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽

に
取
り
替
え
の
場
合
も
補
助
対
象

と
な
り
ま
す
。

■
補
助
対
象
区
域

　

穂
坂
、
中
田
、
穴
山
、
円
野
、

清
哲
、
神
山
の
全
域
。

※�
こ
れ
に
該
当
し
な
い
区
域
で
も
、

下
水
道
区
域
外
等
補
助
対
象
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
補
助
額　
【
表
2
】を
参
照

※�【
表
2
】と
浄
化
槽
の
設
置
費
用

の
4
割
の
い
ず
れ
か
低
い
方
の

額
※�

申
請
受
付
は
予
算
額
に
達
し
た

時
点
で
終
了
し
ま
す
。

4
月
1
日
か
ら
下
水
道
使
用
料

が
変
わ
り
ま
す

　
下
水
道
は
市
民
が
健
康
で
文
化

的
な
生
活
を
営
ん
で
行
く
た
め
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
都

市
施
設
で
あ
り
、
清
潔
で
快
適
な

生
活
環
境
と
き
れ
い
な
水
辺
環
境

を
守
る
目
的
の
た
め
、
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
市
は
公
共
下
水
道
事
業
の
健
全

な
経
営
と
適
正
な
維
持
管
理
を
行

う
た
め
、
4
月
1
日
か
ら
の
使
用

水
量（
排
水
量
）分
か
ら
、
下
水
道

使
用
料
を
平
均
24
．
5
パ
ー
セ
ン

ト
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
安

定
し
た
下
水
道
事
業
の
運
営
に
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
課 

下
水
道
担
当

�

（
内
線
6
1
3
・
6
1
4
）

　
下
水
道
工
事
は
、
公
共
水
域
の
水
質
保
全
を
図
り
、
生
活
環
境
の
向
上

を
目
的
に
、
皆
さ
ん
の
貴
重
な
税
金
を
財
源
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域
に
お
住
ま
い
の
方
で
、
未
接
続
の
方
は
速

や
か
に
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

接続時期 補助金額

処理区域公示から1年以内
（H29年4月供用開始） 8万円

処理区域公示から2年以内
（H28年4月供用開始） 5万円

処理区域公示から3年以内
（H27年4月供用開始） 3万円

人槽区分 補助限度額
5人槽まで 332,000円
6人槽～7人槽 414,000円
8人槽～50人槽 548,000円

種　類 排水量（1月につき） 現行料金 改定後 改定幅

一般用

10㎥まで（基本料金） 756円 945円 189円
11㎥～30㎥（1㎥あたり） 91.8円 114円 22.2円
31㎥～50㎥（1㎥あたり） 108円 135円 27円
51㎥以上（1㎥あたり） 124.2円 155円 30.8円

公衆浴場用
10㎥まで（基本料金） 1,080円 1,350円 270円
10㎥以上（1㎥あたり） 108円 135円 27円

臨時用 1㎥以上（1㎥あたり） 108円 135円 27円

9

下水道事業



「市民バス料金割引」実施のお知らせ
　韮崎市ではこれまで市民バスを多くの方にご利用いただけるよう、高齢者、障がい者向けの割引を実施して
きましたが、4月から新たに小児・中学生を対象とした運賃割引を実施します。

小児・中学生割引
　小中学生の通学利用の利便性向上と利用促進を図るため、小児・中学生割引を実施します。

■対　　象　小児（6歳以上）及び中学生　　■実施期間　4月1日～
■割引料金　全区間1回100円　※�これまでの小児運賃（運賃半額）により、100円を下回る場合は除きます。
　　　　　　年間パス（小児・中学生パス）：21,600円
　　　　　　　※購入時点に関係なく、年間パスの有効期間は4月1日～翌年3月31日までです。
■パス購入時に必要なもの　小学生以下…印鑑、在学証明書または年齢がわかる証明書（保険証等）
　　　　　　　　　　　　　中　学　生…印鑑、在学証明書または学生証

学生料金割引
　夏休み等長期休暇に合わせて、学生を対象に学生割引を実施します。
■対　　象　小・中・高・大学生
■実施期間　夏季：7月20日～8月31日　　冬季：12月20日～平成30年1月10日
　　　　　　春季：平成30年3月19日～4月10日
■割引料金　全区間1回50円　※期間中、利用した学生には学生割引料金を優先適用します。

高齢者・障がい者割引
　高齢者や障がい者の買い物や、通院など、移動にともなう経済的負担を軽減するため、高齢者・障がい者割
引を実施します。
■対　　象　65歳以上の高齢者、障害者手帳所持者
■割引料金　全区間1回100円　
　　　　　　　※これまでの障がい者運賃（運賃半額）により、100円を下回る場合は除きます。
　　　　　　3ヶ月パス：3,000円　　年間パス：12,000円
■パス購入時に必要なもの　高齢者パス……印鑑、年齢がわかる証明書（保険証、免許証等）
　　　　　　　　　　　　　障がい者パス…印鑑、障害者手帳

ホリデー割引
　まちなかの活性化を図るため、土曜・日曜・祝日に全利用者を対象にホリデー割引を実施します。
■対　　象　市民バス利用者　　　■実施日　土曜・日曜・祝日　　　■割引料金　全区間1回100円
■フリーパス購入場所　山交タウンコーチ㈱韮崎営業所または山梨交通韮崎駅前案内所
■問い合わせ　　　　　企画財政課 企画推進担当（内線357）

4月から小児・中学生のバス料金が割引されます！

新

小児・中学生割引の新設にともなう通学費補助の制度改正
■小学生バス通学費補助の新設
　民間バスの定期券を利用して通学する児童について、定期券の年間合計金額が市民バスの小児・中学生パス
（21,600円）の料金を上回る場合は、その金額を教育委員会で補助します。
■中学校遠距離通学補助（バス利用者）の改正
　自宅から学校までの距離が3.5km以上あり、民間バスの定期券を利用して通学する生徒について、定期券の
年間合計金額が市民バスの小児・中学生パス（21,600円）の料金を上回る場合は、その金額を教育委員会で補助
します。
■注意事項
　・市民バスは、小児・中学生パスの新設にともない、補助対象外となります。
　・申請方法などの詳細については、学校より配布する通知をご覧ください。
■問い合わせ　教育課 学校教育担当（内線265）
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平成29年度 市税等納期のお知らせ
平成29年度　市税等納付期限一覧表

納付期限 市県民税
（普通徴収）

固定資産税　
都市計画税 軽自動車税 国民健康

保険税
介護保険料
（普通徴収）

後期高齢者
医療保険料
（普通徴収）

市県民税
（特別徴収）

平成29年 5月 1日 第1期

毎月10日

5月31日 第1期 全期
6月30日 第2期
7月18日 第1期＊1
7月31日 第2期 第1期 第1期
8月31日 第2期 第2期 第3期 第2期
10月 2日 第3期 第3期
10月31日 第3期 第4期 第4期 第4期
11月30日 第5期 第5期
12月25日 第3期 第6期 第5期 第6期

平成30年 1月31日 第4期 第7期 第7期
2月28日 第4期 第8期 第6期 第8期

＊1…口座振替は7月31日に引き落とします。
■注意事項
　•市県民税（特別徴収）は口座振替に対応しておりません。
　•口座振替日は、各納付期限日と同日になります（市県民税（普通徴収）第1期のみ別日）。
　•残高不足等で振替不能になった場合は、翌10日（休業日の場合は翌営業日）に再振替を行います。
　•新たに口座振替をご利用の場合は、市内金融機関または市役所収納課へお問い合わせください。
　•災害、傷病等の理由により納付期限内に納付ができない場合は、お早めに収納課へご相談ください。
　•�納付期限日までに納付されなかった場合、督促状が送付されます。督促状送付日以降は督促手数料が追　　
加徴収となりますので、納付期限日までに納め忘れのないようにご注意ください。

■問い合わせ　収納課 収納担当（内線163～166）

高齢者の皆さんが生きがいをもって暮らすために何が必要か考え、活動します！

シニア健康サポーターを募集
　韮崎市では地域の高齢者の方々の健康づくりや介護予防活動を行政とともに行い、身近で支援してく
ださるサポーターの養成を行っています。
■シニア健康サポーターってどんなことするの？
　介護予防のために実施されている『いきいき貯筋クラブ』等で健康づくりをサポートしていただきます。
■シニア健康サポーターになるには？
　養成研修（全4回）をすべて受講された方に「シニア健康サポーター」としてご登録いただきます。養成研
修終了時には、修了証と認定証をお渡しします。その後、シニア健康サポーターとして、地域のいきい
き貯筋クラブで活動していただきます。
■対　　　象　趣旨に賛同される方	 ■定　　　員　20名（先着順）
■募 集 期 間　4月3日（月）～5月8日(月)	 ■申 込 方 法　電話・窓口にてお申込ください。
■問い合わせ　介護保険課 介護予防担当(保健福祉センター内）　☎️23-4313

平成29年度　シニア健康サポーター養成研修日程
日　程 内　容 時　間 場　所

1回目 6月 2 日（金）

介護予防について、介護予防活動における高齢
者へのサポート方法、体操等の指導

9時30分～11時30分

保健福祉センター
2回目 6月23日（金） 9時30分～11時30分

3回目 7月 7 日（金） 13時30分〜15時30分

4回目 7月19日（水） 13時30分〜15時30分

11

平成29年度 市税等納期のお知らせ



地
域
の
安
心・安
全
の
た
め
に
消
防
団
は
頑
張
っ
て
い
ま
す

消
防
団
サ
ポ
ー
ト
事
業

�

協
力
店
を
募
集

　
消
防
団
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、
消

防
団
員
や
そ
の
家
族
に
対
し
、「
料

金
の
○
％
割
引
」・「
ポ
イ
ン
ト
○

倍
贈
呈
」な
ど
の
優
遇
措
置
を
サ

ポ
ー
ト
店
か
ら
ご
提
供
し
て
い
た

だ
き
、
消
防
団
員
の
確
保
に
つ
な

げ
る
取
り
組
み
で
す
。
現
在
、
市

内
の
60
以
上
の
お
店
に
ご
登
録
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
消
防
団
員

の
皆
さ
ん
か
ら
、
よ
く
利
用
し
て

い
る
と
の
声
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

さ
ら
に
サ
ポ
ー
ト
店
を
拡
大
し
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
市
内
の
事

業
所
の
皆
さ
ん
の
消
防
団
活
動
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
込
方
法

　
「
韮
崎
市
消
防
団
員
サ
ポ
ー
ト

店
登
録
申
請
書
」に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
商
工
会
、
市
の
総
務
課

窓
口
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

取
得
で
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
市
商
工
会

�

☎
2
3
‒
2
2
0
4

　
総
務
課 

防
災
交
通
担
当

　

�

（
内
線
3
3
9
・
3
9
9
）

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度

を
ご
存
知
で
す
か
？

　
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度

は
、
消
防
団
活
動
に
協
力
し
て
い

る
事
業
所
に
対
し
て
表
示
証
を
交

付
し
、
社
屋
へ
の
掲
示
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
公
表
、
広
報
誌
に
掲

載
・
公
表
す
る
こ
と
等
で
、
消
防

団
へ
の
協
力
が
、
事
業
所
の
社
会

貢
献
と
し
て
広
く
認
め
ら
れ
る
も

の
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
事
業
所
の
信
頼
性

の
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。
地
域

防
災
体
制
の
一
層
の
充
実
を
目
指

し
て
、
消
防
団
員
の
活
動
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課 

防
災
交
通
担
当

�

（
内
線
3
3
9
・
3
9
9
）

　近年、消防団員の確保が厳しく、
また、消防団員のサラリーマン増加
に伴い、災害発生時、迅速に現場に
到着できる団員が減少しています。
　災害発生時に、市民の生命・身体
及び財産を保護し、被害の防止や軽
減を図るため、消防団の退職団員、
または消防活動に対して理解をもつ
方々による消防団活動協力員を募集
しています。
■申込方法
　「韮崎市消防団活動協力員登録申
請書」に記入・押印し総務課防災交
通担当へ提出してください。申請用
紙は総務課窓口・市HPにあります。
■問い合わせ　総務課 防災交通担当
� （内線339・399）

消防団活動協力員を募集！

●市内事業所への協力依頼
●サポート協賛店の登録
　（サポート店表示証を配布）
●団員や市民への制度周知
　（団員証配布、広報 HP 掲載）

●会員への協力依頼　●制度の周知

団員証の提示

・優遇サービス
・団員勧誘への活用
・消防団の認知度の向上

【消防団のメリット】

韮崎市

商工会

消防団員

・集客の効果、
　商店活性化
・地域貢献、
　イメージアップ

【協賛店のメリット】

・料金の〇％割引
・ポイント〇倍
・ワンドリンク
　サービス 等

【優遇サービスの例】

サポート店

消防団員優遇
サービスの提供
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韮
崎
市
で
は
、
大
規
模
自
然
災

害
等
が
発
災
し
て
も
、
家
庭
や
地

域
の
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め

に
、
日
頃
か
ら
市
民
が
自
主
的
に

減
災
に
取
り
組
み
、
発
災
直
後
の

数
日
間
は
自
分
た
ち
で
何
と
か
し

の
ぐ
こ
と
が
で
き
る
共
助
力
を
つ

け
る
こ
と
を
目
的
に
、「
地
域
減
災

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」を
実
施
し
て

い
ま
す
。

※�

こ
れ
ま
で
に
、
地
域
減
災
リ
ー
ダ

ー
育
成
講
座
を
受
講
し
3
7
4

名
の
方
々
が
地
域
減
災
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

■
受
講
の
流
れ　
　

①
市
役
所
総
務
課
防
災
交
通
担
当

　
で
申
し
込
み

　
　
　
　
　
↓

②
各
講
座（
5
科
目
）を
受
講

い
ざ
と
い
う
時
に
、
自
分
の
家
庭
や
地
域
を
守
る

※�

普
通
救
命
講
習
の
み
各
消
防
署

へ
申
し
込
み

　
　
　
　
　
↓

③
リ
ー
ダ
ー
認
定
試
験
を
受
験

　
　
　
　
　
↓

④
合
格
者
を
地
域
減
災
リ
ー
ダ
ー

　
と
し
て
認
定

■�
受
講
料　
市
内
在
住
、
市
内
企

業
等
勤
務
者
は
無
料

■
受
講
教
科　

•�

減
災
研
修
基
礎
：
減
災
と
は
、 

基
礎
的
な
知
識
を
学
ぶ

•�

L
C
P
応
用
：
個
人
や
家
庭
の

減
災
力

•�

A
C
P
応
用
：
小
地
域（
組
・

班
・
自
治
会
）の
減
災
力

•�

避
難
所
運
営
：
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
よ
る
避
難
所
運
営

•�

普
通
救
命
基
礎
：
救
急
救
命
の

知
識
、
止
血
、
搬
送

■
場
所　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
ニ
コ
リ
1
階
会
議
室

■
認
定
試
験
実
施
日

　
7
月
23
日（
日
）

　
11
月
26
日（
日
）

　
12
月
3
日（
日
）

※
時
間
は
13
時
30
分
～
14
時
30
分

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　
総
務
課 

防
災
交
通
担
当

�

（
内
線
3
3
9
・
3
9
9
）

☆
普
通
救
命
講
習

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
消
防
署

�

☎
2
3
‒
1
4
9
9

　
北
杜
消
防
署

�

☎
3
2
‒
2
5
0
8

　

�http://w
w
w
.kyohoku-

koiki.jp/

地
域
減
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
講
座
を
開
講

対象期 第13期 第14期 実施時間帯
科　目 実施日 実施日 （両日共有）

減災研修基礎 6月21日（水） 10月25日（水） 19時30分～21時
6月25日（日） 10月29日（日） 13時30分～15時

LCP応用 6月28日（水） 11月 1日（水） 19時30分～21時
7月 2日（日） 11月 5日（日） 13時30分～15時

ACP応用 7月 5日（水） 11月 8日（水） 19時30分～21時
7月 9日（日） 11月12日（日） 13時30分～15時

避難所運営 7月12日（水） 11月15日（水） 19時30分～21時30分
7月16日（日） 11月19日（日） 13時00分～15時30分

講座日程

知っ得！食育ひろば ー食改推の簡単レシピ！ー

「桜海老の炊き込みご飯」
カルシウムをコツコツ取りいれよう！

ご存知ですか？
　桜海老には、カルシウムが豊富に含まれ、骨粗鬆症の予防が期待されます。
　また、スキムミルクを加えてご飯を炊くことで、タンパク質・カルシウムの補給が手軽にできます。
彩りもよく春の食卓におススメです。

【材料（4人分）】
•米…………………… 2合
•水…………………… 適量
•スキムミルク… …… 大さじ4
•桜海老… …………… 8g
•塩…………………… 小さじ1/4
•白いりごま… ……… 小さじ1
•万能ねぎ… ………… 2本

【
作
り
方
】

①�

米
は
手
早
く
洗
い
、
水
に
溶

か
し
た
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
を
加

え
、
炊
飯
器
の
目
盛
り
に
合

わ
せ
て
水
を
入
れ
る
。

②�

桜
海
老
は
熱
し
た
フ
ラ
イ
パ

ン
で
こ
が
さ
な
い
よ
う
に

さ
っ
と
煎
り
、
炊
飯
器
に
入

れ
て
炊
く
。

③�

炊
き
あ
が
っ
た
ら
、
塩
を
振

り
か
け
ざ
っ
く
り
と
混
ぜ
、

器
に
盛
り
、
白
ご
ま
と
小
口

切
り
に
し
た
万
能
ね
ぎ
を
散

ら
す
。

【
栄
養
量　
（
1
人
分
）】

　
エ
ネ
ル
ギ
ー　
3
0
1
㌔
㌍

　
カ
ル
シ
ウ
ム　
1
2
4
㍉
㌘

　
食
塩
相
当
量　
0
・
4
㌘　

■
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課 

健
康
増
進
担
当

�

☎
2
3
‒
4
3
1
0
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株式会社テージーケー韮崎工場　地鎮祭
　2月13日（月）、自動車用部品などを生産している
株式会社テージーケーは、上ノ山・穂坂地区工業団
地内で、韮崎工場新築工事の地鎮祭を行いました。
　工場は、2018年の1月に完成する見込みで、同年
の4月に操業開始する予定です。操業開始から3年間
で、地元から約80人の雇用を目指すとのことです。
地鎮祭には、株式会社テージーケーの清宮仁社長や内
藤久夫市長、関係者など約40名が出席しました。清
宮社長は、「自然が豊かな韮崎市で、最新鋭のものづ
くりに取り組んでいきたい」とあいさつされました。

大村智博士と参議院文教科学委員会が意見交換
　2月20日（月）、参議院文教科学委員会は、
県内の教育、科学技術などの実情調査のた
め委員を派遣し、韮崎市では韮崎大村美術
館を視察し、大村先生と意見交換を行いま
した。
　大村先生は、自身の研究や人材育成につ
いて振り返り「地方創生で一番大切なのは教
育」と話されました。
意見交換後、幼少期過ごしていた自身の生
家とお住まいを委員の皆さんに案内してい
ました。

神山町と清哲町で大村智博士が講演

　3月5日（日）、市内各地区で「生涯学習推進の集い」
と「文化と福祉のまつり」が開催されました。
　神山町と清哲町では大村先生が特別に出席し、多
くの地元の方々が参加し、会場を埋め尽くしました。
そこで開かれた講演で大村先生は、ノーベル賞受賞
に至るまでの道のりや自身の研究の内容などについ
て話されました。

山梨県行政書士会と協定書を締結
　3月3日（金）、山梨県行政書士会と「大規模災害時における
被災者支援に関する協定」を締結しました。
　大規模災害発生時に、家屋等の被害に対する「り災証明書」
発行業務の協力、被災者支援相談窓口を設置するという協定
です。

142017.4
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ミアキスで中高生が自主企画の成果を発表
　2月26日（日）、昨年の10月に韮地下で開設された青少年育
成プラザ「Miacis（ミアキス）」で、中高生が自発的に取り組ん
できた企画「中高生プロジェクト」の発表会が開催されました。
この発表会は、ミアキスの活動を周りの大人に理解してもら
うために開かれ、10チーム33人が企画の内容について発表し
ました。これからの中高生の活躍にご期待ください。

交通安全祈願の折り鶴を製作
　2月24日（金）、旭町の旭団地公民館で、地区の女性た
ちでつくる「旭団地お母ちゃんの会」の皆さんが、春の交
通安全習慣に向けて、交通安全を祈願した手作りの折り
鶴を製作しました。4月6日から15日まで行われる交通安
全習慣では、お母ちゃんの会と交通安全協会の会員の皆
さんで街頭指導の際に、ドライバーさんに交通安全を呼
びかけ手渡しするそうです。

100歳おめでとうございます!!

　2月15日（水）、満100歳になられた千野よ志さん（龍岡
町）の長寿を祝い、内藤市長がお宅を訪問しました。千野
さんは、杖も使わず1人で歩けるほど元気で、新聞は毎日
かかさず、すみからすみまで読んでいるそうです。健康
の秘訣を聞いたところ「毎日歩くことが大事」と答えてく
れました。
これからも元気で長生きしてください。

　2月21日（火）、満100歳になられた杉山ますさん（穂坂
町）の長寿を祝い、内藤市長がお宅を訪問しました。杉山
さんは、デイサービスに行くことが1番の楽しみで、裁縫
や編み物などをしているそうです。健康の秘訣を聞いた
ところ「家族の愛情があったから、今日の日を迎えること
ができた」と話してくれました。これからも元気で長生き
してください。

韮崎市職員（看護師）を募集します　「採用試験日程」
採用職種 試験区分 採用人員 受験資格 勤務場所 採用日 申込受付期間 試験日

看護師 短大卒業
程度 若干名 看護師免許を

有する人
市立病院
（看護局） 6月1日 4月10日（月）～21日（金） 5月12日（金）

※詳細は、市役所1階受付、市立病院事務局で配布しています「韮崎市職員（看護師）採用試験案内」をご覧ください。
■問い合わせ　政策秘書課 政策人事担当（内線326）
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広　報
にらさき

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

障
が
い
の
あ
る
方
へ
タ
ク
シ
ー

利
用
料
金
の
一
部
を
助
成

　
市
で
は
、
在
宅
で
暮
ら
す
重
度

心
身
障
が
い
者（
児
）の
社
会
参
加

と
、
生
活
圏
の
拡
大
を
支
援
す
る

た
め
、
タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
を

「
利
用
券
」に
よ
り
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
者　
韮
崎
市
に
住
民
登
録

の
あ
る
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

○
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級

○
療
育
手
帳 

A
判
定

※�

た
だ
し
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

•�

施
設
へ
入
所
し
て
い
る
方

•�

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
減

免
を
受
け
て
い
る
方

•�

生
活
保
護
の
受
給
者

•�

中
国
残
留
邦
人
等
の
支
援
給
付

を
受
け
て
い
る
方

•�
1
ヵ
月
以
上
の
入
院
を
し
て
い

る
方

■
申
請　
4
月
3
日（
月
）か
ら

■�

持
ち
物　
身
体
障
害
者
手
帳
又

は
療
育
手
帳
、
印
鑑

■
利
用
券
交
付
枚
数

○
24
枚
／
年
間（
1
ヶ
月
2
枚
）

○�

腎
臓
機
能
障
害
1
級
の
手
帳

所
持
者
に
は
、
36
枚
／
年
間

（
1
ヶ
月
3
枚
）

※�

年
度
の
途
中
で
申
請
し
た
場
合

は
、
月
割
に
な
り
ま
す
。

■
利
用
方
法

　
山
梨
県
タ
ク
シ
ー
協
会
加
盟
の

書
）で
す
。
前
年
の
所
得
が
確
定

し
て
い
な
い
た
め
、
前
々
年
の
所

得
を
も
と
に
算
定
し
た
保
険
料
額

で
の
納
付
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
介
護
保
険
課 

介
護
保
険
担
当

�

☎
2
3
‒
4
3
1
3

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
仮
徴
収
額
決

定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　
平
成
29
年
度
国
民
健
康
保
険
税

及
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に

つ
い
て
、
4
月
よ
り
年
金
か
ら
の

天
引
き
が
始
ま
る
方
へ
、
4
月
上

旬
に「
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
」を

送
付
し
ま
す
。

　
4
月
・
6
月
・
8
月
に
天
引
き

さ
れ
る
保
険
税（
料
）は
、
平
成
28

年
度
の
保
険
税（
料
）か
ら
算
出
し

た
暫
定
的
な
額（
仮
徴
収
額
）で

す
。
平
成
29
年
度
の
年
間
保
険
税

（
料
）は
、
28
年
中
の
所
得
の
確
定

後
、
7
月
に
本
算
定
を
行
い
、
改

め
て
通
知
し
ま
す
。

※�

申
請
に
よ
り
口
座
振
替
へ
の
変

更
も
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
市
民
課 

国
保
医
療
担
当

�（
内
線
1
2
7
～
1
2
9
・
1
3
7
）

お
知
ら
せ

平
成
29
年
度
介
護
保
険
料		

仮
徴
収
の
お
知
ら
せ
及
び
暫
定

通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　
今
回
送
付
す
る
通
知
は
、
本
年

度
の
住
民
税
の
課
税
所
得
が
4
月

時
点
で
は
確
定
し
て
い
な
い
た
め
、

29
年
度
前
期
分
の
保
険
料
を
暫
定

的
に
算
定
し
た
も
の
で
す
。

　

本
来
の
保
険
料
額
の
通
知
は
、

本
年
度
の
住
民
税
が
確
定
し
た
後

に
再
計
算
し
、
7
月
に
改
め
て
送

付
し
ま
す
。

■
年
金
よ
り
天
引
き

　
（
特
別
徴
収
）の
方

　
平
成
29
年
4
月
・
6
月
・
8
月

分
の
通
知（
仮
徴
収
の
お
知
ら
せ
）

で
す
。
前
年
度
か
ら
継
続
し
て
特

別
徴
収
の
方
は
、
暫
定
的
に
前
年

度
2
月
の
保
険
料
と
同
額
を
年
金

か
ら
天
引
き
し
ま
す
。

　
ま
た
、
4
月
か
ら
新
た
に
特
別

徴
収
と
な
る
方
は
、
前
年
度
と
同

じ
所
得
段
階
の
保
険
料
を
、
納
期

6
回
で
割
っ
た
金
額
が
、
年
金
か

ら
天
引
き
と
な
り
ま
す
。

■
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替

　
（
普
通
徴
収
）の
方

　
平
成
29
年
4
月
・
6
月
分
の
介

護
保
険
料
額
の
通
知（
暫
定
通
知

タ
ク
シ
ー
会
社
等
で
利
用
可
。

　
1
回
の
乗
車
に
つ
き
、
利
用
券

は
1
枚
使
用
で
き
ま
す
。（
1
枚

に
つ
き
、
6
5
0
円
を
助
成
）

　

ご
利
用
の
際
に
、障
害
者
手
帳

と
と
も
に
利
用
券
を
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。心
身
障
が
い
者
タ
ク
シ
ー

運
賃
の
割
引（
手
帳
提
示
時
1
割

引
）も
併
せ
て
利
用
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
担
当

�

（
内
線
1
8
2
・
1
8
3
）

市
役
所
郵
便
用
封
筒
に
掲
載
す

る
有
料
広
告
を
募
集

■
掲
載
位
置

　
長
形
3
号
封
筒
の
裏
面

■
掲
載
規
格

　
1
枠
縦
4
セ
ン
チ
×
横
10
セ
ン
チ

■
掲
載
料（
1
枠
あ
た
り
）

　
2
万
円
／
2
万
枚

■
募
集
枠　
4
枠

■
募
集
期
間　
4
月
末
ま
で

■
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課 

総
務
担
当

�

（
内
線
3
3
4
）

市
税
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
収

納
を
開
始

　

平
成
29
年
4
月
か
ら
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
市
税
の

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
収
納
を
開
始

し
ま
す
。

　
決
済
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
各
税
目
の
納
税
通
知
書
に

同
封
さ
れ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
対
象
税
目

　

市
県
民
税（
普
通
徴
収
の
み
）、

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国

民
健
康
保
険
税

※
平
成
29
年
度
課
税
分
か
ら

■
口
座
振
替
を
ご
利
用
中
の
方
へ

　
現
在
、
口
座
振
替
納
税
を
ご
利

用
中
の
方
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
払
い
に
変
更
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
あ
ら
か
じ
め
口
座
振
替
の

解
約
手
続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
収
納
課 

収
納
担
当

�

（
内
線
1
6
3
～
1
6
6
）

募　
集

韮
崎
市
農
業
委
員
及
び
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
の
募
集

　
平
成
29
年
7
月
19
日
に
任
期
満

了
と
な
る
農
業
委
員
及
び
、新
設

さ
れ
る
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数

　
農
業
委
員�

19
人

　
最
適
化
推
進
委
員�

14
人

◆
対
象
者

☆
農
業
委
員

　
農
業
に
関
す
る
見
識
を
有
し
農

地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に

関
す
る
事
項
そ
の
他
、
委
員
会
の

所
掌
に
属
す
る
事
項
に
関
し
て
そ

の
職
務
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
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き
る
者
。

•
資
格
要
件

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
者

②�

市
の
他
の
附
属
機
関
の
委
員
で

な
い
者

③
市
の
職
員
で
な
い
者

☆
最
適
化
推
進
委
員

　
農
用
地
の
利
用
の
最
適
化
の
推

進
に
熱
意
と
見
識
を
有
し
、
地
域

農
業
に
精
通
し
、
地
域
で
の
話
し

合
い
の
推
進
な
ど
の
現
地
活
動
が

で
き
る
者
。

　
な
お
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
場
合
は
委
員
と
な
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

•�

破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け

て
復
権
を
得
な
い
者

•�

禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は

そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な

く
な
る
ま
で
の
者

■
応
募
方
法

　

�

所
定
の
推
薦
・
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
市
役
所
農

業
委
員
会
事
務
局
へ
持
参
又
は

郵
送

■
受
付
期
間

　
4�

月
3
日（
月
）か
ら
4
月
20
日

（
木
）（
郵
送
の
場
合
は
4
月

20
日
の
消
印
有
効
）

※�

募
集
要
項
、
推
薦
・
応
募
用
紙

は
農
業
委
員
会
事
務
局
で
配
布

■
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
市
農
業
委
員
会

�

（
内
線
2
2
6
）

相　
談

行
政
相
談
窓
口
を
開
設	

	
�

（
予
約
不
要
・
相
談
無
料
）

　
行
政
へ
の
要
望
、
苦
情
、
意
見

に
対
し
、
行
政
相
談
委
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

■
相
談
日

　
毎
月
第
1
・
第
2
月
曜
日

　
（
祝
日
の
場
合
は
翌
週
）

　
13
時
～
15
時

■
場
所　
市
役
所
1
0
2
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課 

企
画
推
進
担
当

�

（
内
線
3
5
6
）

★
新
年
度
の
始
ま
り
に
、
常
備
薬
な
ど
、「
非
常
用
持
ち
出
し
袋
」の
中
身
の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

人
権
相
談
所
を
開
設	

	
�

（
予
約
不
要
・
相
談
無
料
）

　
い
じ
め
や
虐
待
、
家
庭
内
や
近

隣
と
の
も
め
ご
と
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
侵
害
な
ど
で
お
悩
み
の
方

は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
6
月
1
日（
木
）

　
　
　
　
10
月
10
日（
火
）

　
　
　
　
12
月
5
日（
火
）

　
　
　
　
2
月
6
日（
火
）

※
い
ず
れ
も
10
時
～
15
時

■
場
所

　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ニ
コ
リ

　
1
階　
会
議
室

■
相
談
員　
人
権
擁
護
委
員

■
問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課 

企
画
推
進
担
当

�

（
内
線
3
5
6
）

お
め
で
と
う	

	
	

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞

　
「
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
」の
山
梨
県
大
会
に
お
い

て
、
県
下
82
校
、
3
，
3
7
1
編

に
も
及
ぶ
作
品
の
中
か
ら
、
韮
崎

東
中
学
校
の
生
徒
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

優
秀
賞

　
【
二
つ
の「
知
る
事
」】

�

佐
藤　
文
哉
さ
ん

※
受
賞
当
時
3
年
生

イ
ベ
ン
ト

ミ
ニ
S
L
運
行
開
始
！

　
緑
の
木
々
の
中
を
走
り
抜
け
る

ミ
ニ
S
L
に
乗
車
し
、
汽
笛
の
音

を
聞
き
な
が
ら
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
運
行
日
時（
雨
天
運
休
）

　
4
月
～
10
月
の
日
曜
日
・
祝
日

　
10
時
～
12
時
・
13
時
～
16
時

■
料
金　
1
回
1
0
0
円　

※�

3
歳
未
満
は
、
保
護
者
と
同
乗

で
無
料

☆�

5
月
5
日
の
こ
ど
も
の
日
は
全

員
無
料
！

■
問
い
合
わ
せ

　
建
設
課 

都
市
計
画
担
当

�

（
内
線
2
5
0
・
2
5
1
）

第
9
回
穴
山
さ
く
ら
祭
り

　
J
R
穴
山
駅
に
隣
接
す
る
穴
山

さ
く
ら
公
園
で
穴
山
町
さ
く
ら
祭

り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
地
元
や
各

種
団
体
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
初
め
、
昔
話
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

■
日
時　
4
月
9
日（
日
）

　
　
　
　
10
時
～
15
時

■
場
所　
穴
山
町
さ
く
ら
公
園

■�

内
容　

つ
き
た
て
の
餅
や
豚

汁
の
販
売
、
市
民
参
加
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
等

■
問
い
合
わ
せ

　
実
行
委
員
長　
川
島

�

☎
2
5
‒
5
5
5
6

伝
統
文
化
い
け
ば
な	

	

子
ど
も
教
室
参
加
者
募
集

■�

対
象
・
定
員　
市
内
在
住
小
学

1
年
～
中
学
3
年
生
の
20
名

■�

活
動
期
間　
4
月
～
3
月
ま
で

の
毎
月
第
4
土
曜
日（
年
12
回
）

　
9
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所　
ニ
コ
リ
1
階
陶
芸
室

■
参
加
費　
花
代
5
0
0
円

■
講
師　
池
坊
華
道
会

　
雨
宮
松
華
・
牛
山
二
美
華
他

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
子
ど
も
教
室
事
務
局　
牛
山

☎
0
9
0
‒
2
4
2
0
‒
3
6
0
8

講
演
会「
お
と
こ
が	

	
�

介
護
す
る
と
き
」（
無
料
）

　
男
性
介
護
者
に
つ
い
て
関
心
の

あ
る
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
講
師

　

�

男
性
介
護
者
と
支
援
者
の
全
国

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長

　
立
命
館
大
学
教
授  

津
止
政
敏
氏

■
日
時　
4
月
8
日（
土
）

　
　
　
　
13
時
～
15
時

■
場
所　

　
ニ
コ
リ
1
階
会
議
室
⑤
・
⑥

■
定
員　
60
名（
先
着
）

■�

主
催　
山
梨
や
ろ
う
の
会
・
や

ま
ぐ
に
ネ
ッ
ト

■
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
や
ろ
う
の
会（
清
水
）

☎
0
9
0
‒
8
3
0
9
‒
9
3
6
5

あ
な
た
の
や
さ
し
さ
を

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
よ
り
安
全
性
の
高
い
輸
血
の

た
め
に
健
康
な
み
な
さ
ん
の
血

液
が
必
要
で
す
。
献
血
す
る
方

が
減
少
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

山
梨
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

☎
0
5
5
‒
2
5
1
‒
5
8
9
1

■
日
時（
受
付
時
間
）

　
4
月
26
日（
水
）

　
10
時
～
11
時
30
分

　
12
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　
市
役
所
庁
舎
東
駐
車
場

■
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
市
献
血
推
進
協
議
会

�

☎
2
3
‒
4
3
1
0
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ま
し
た
。
絵
本
・
物
語
・
科
学

と
、
本
の
ジ
ャ
ン
ル
も
様
々
で
す
。

1
1
0
冊
の
本
と
の
出
会
い
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
展
示
期
間

　
4
月
1
日（
土
）～
6
月
29
日（
木
）

「
ほ
ん（
本
）の
気
持
ち
で
す
。」展
示

　

4
月
23
日
は「
サ
ン
・
ジ
ョ
ル

デ
ィ（
本
を
贈
る
）の
日
」で
す
。

図
書
館
ス
タ
ッ
フ
か
ら
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
、
年
代
別
に
お
す

す
め
の
本
を
お
届
け
し
ま
す
。
今

の
気
持
ち
に
ピ
ッ
タ
リ
な
本
、
探

し
に
来
ま
せ
ん
か
？

■
展
示
期
間

　
4
月
1
日（
土
）～
27
日（
木
）

朗
読
の
つ
ど
い（
無
料
）

　
4
月
は
市
内
三
つ
の
朗
読
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
出
演
で
す
。

■
日
時　
4
月
15
日 （
土
）

　
　
　
　
14
時
～
15
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
会
議
室
5
・
6

■
内
容（
作
品
名
・
朗
読
者
）

「
手
作
り
マ
ダ
ム
」

�
東
野　
圭
吾
作

�

朗
読　
春
藤　
博
子
氏

「
生
き
て
い
て
ほ
し
い
ん
で
す
」

�

谷
川
俊
太
郎
作

�

朗
読　
小
林　
方
子
氏

「
清
兵
衛
と
瓢
簞
」

�

志
賀　
直
哉
作

�

朗
読　
横
森　
洋
子
氏

5
冊
以
上
本
を
借
り
て
、
期
間

限
定
特
製「
に
ら
っ
こ
」し
お
り

を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
！

　
子
ど
も
の
読
書
週
間
中
、
貸
出

数
が
5
冊
以
上
の
方
に
、
図
書
館

オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
に

ら
っ
こ
」の
特
製
し
お
り
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
！
こ
の
期
間
に
し
か

も
ら
え
な
い
特
別
な
し
お
り
を
ぜ

ひ
ゲ
ッ
ト
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

■
期
間

　
4
月
22
日（
土
）～
5
月
14
日（
日
）

■�

受
取
方
法　
期
間
中
に
5
冊
以

上
の
貸
出
レ
シ
ー
ト
を
カ
ウ
ン

タ
ー
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。（
同

一
人
物
の
レ
シ
ー
ト
に
限
り
複

数
枚
可
）

「
ぬ
い
ぐ
る
み
の
お
と
ま
り
か
い
」

�

（
参
加
無
料
）

　
大
好
き
な
ぬ
い
ぐ
る
み
と
一
緒

に
お
は
な
し
会
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
？
ぬ
い
ぐ
る
み
は
そ
の
後
、
お

と
ま
り
し
て
夜
の
図
書
館
を
探
検

し
ま
す
。
翌
日
の
お
昼
に
迎
え
に

来
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
4
月
29
日（
土
）

　
　
　
　
16
時
～
16
時
30
分

　
（
15
時
30
分
受
付
開
始
）

　
お
迎
え
は
翌
30
日
12
時
～

■
場
所　
読
み
聞
か
せ
コ
ー
ナ
ー

■�
対
象　
小
学
生
以
下
の
子
ど
も

と
そ
の
保
護
者
、
ぬ
い
ぐ
る
み

■
定
員　
10
組

■�

申
込　
4
月
11
日（
火
）よ
り
、

　
カ
ウ
ン
タ
ー
及
び
電
話
に
て
受
付

本
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
募
集

　

本
の
中
で
心
に
残
っ
た
言
葉
、

勇
気
づ
け
ら
れ
た
文
章
、
子
ど
も

の
頃
に
み
た
絵
本
の
イ
ラ
ス
ト
な

ど
、
本
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も
に
募
集
し

ま
す
！
あ
な
た
の
思
い
出
の
本
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
一
緒
に
展
示
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

■
募
集
日
時

　
3
月
22
日（
水
）～
4
月
27
日（
木
）

■
展
示
期
間

　
4
月
29
日（
土
）～
5
月
30
日（
火
）

■
場
所　
児
童
コ
ー
ナ
ー
募
集
箱

「
風
薫
る
お
は
な
し
会
」		

�

（
参
加
無
料
）

　
5
月
の
お
は
な
し
会
は
、
通
常

の
お
は
な
し
会
に
続
き「
き
き
み

み
ず
き
ん
お
は
な
し
の
会
」の
メ

ン
バ
ー
と
と
も
に
、
職
員
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
皆
さ
ん
に
素
話

（
す
ば
な
し
）を
お
届
け
し
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
ど
う
ぞ

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。　

■
日
時　
5
月
13
日（
土
）

　
　
　
　
14
時
～
15
時
30
分

■
場
所　
ニ
コ
リ
2
階
会
議
室
9

■
定
員　
30
名

■�

申
込　

4
月
15
日（
土
）よ
り
、

カ
ウ
ン
タ
ー
及
び
電
話
に
て
受
付

■
定
員　
30
名

■�

持
ち
物　
筆
記
用
具
、
昼
食
、

飲
料
水
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、
雨

具
、
常
備
薬 

等

■�

申
込
方
法　
総
合
受
付
に
て
申

込
書
を
記
入
し
、
参
加
費
を
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。

陶
芸
教
室

　
カ
ッ
プ
や
茶
碗
な
ど
、
粘
土
か

ら
窯
で
焼
き
上
げ
る
ま
で
の
全
て

の
工
程
を
体
験
し
制
作
し
ま
す
。

■
日
時（
水
曜
全
7
回
）

　

�

5
月
10
・
24
日
、
6
月
14
日
・
28

日
、
7
月
5
日
・
12
日
・
26
日

　
9
時
30
分
～
12
時
30
分

■
参
加
費　
9
，
0
0
0
円

■
定
員　
8
名 

■
場
所　
1
階
陶
芸
・
工
作
室

■
講
師　
高
見
澤
祐
子
先
生

■�

申
込
方
法　
総
合
受
付
に
て
申

込
書
を
記
入
し
、
参
加
費
を
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。

大
村
記
念
図
書
館

�

問
合
せ
☎
2
2
―
4
9
4
6

「
こ
ど
も
に
す
す
め
た
い
本	

�

2
0
1
7
」展
示

　
平
成
28
年
に
出
版
さ
れ
た
本
の

中
か
ら
、
県
内
の
図
書
館
員
が
各

年
代
別
に
お
す
す
め
の
本
を
選
び

ニ
コ
リ
主
催
イ
ベ
ン
ト

�

問
合
せ
☎
2
2
―
1
1
2
1

ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ
教
室

　
サ
ー
ク
ル
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
ア

ル
バ
ム
を
作
っ
て
、
大
切
な
写
真

を
き
れ
い
に
飾
り
ま
し
ょ
う
！ 

■
日
時　
4
月
22
日（
土
）

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
参
加
費　
1
，
5
0
0
円

■
定
員　
20
名

■�

持
ち
物　
筆
記
用
具
、
の
り
、

ハ
サ
ミ
、
写
真

■
場
所　
ニ
コ
リ
1
階
会
議
室
5

■
講
師　
新
海
由
里
子
先
生

　
（
S
t
u
d
i
o 

Z
I
P
S
）

■�

申
込
方
法　
総
合
受
付
に
て
申

込
書
を
記
入
し
、
参
加
費
を
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。

学
ん
で
に
っ
こ
り	

	

　
　
～
ぶ
ら
り
新
府
城
～

　
新
府
城
跡
地
の
独
特
な
地
形
や

歴
史
な
ど
を
学
び
ま
す
。
雨
天
時

は
2
時
間
弱
の
座
学
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　
5
月
14
日（
日
）

　
9
時（
正
面
玄
関
前
集
合
）

■�

コ
ー
ス　
ニ
コ
リ
～
韮
崎
駅
～

新
府
駅
～
新
府
城
跡
～
新
府
駅

～
韮
崎
駅
～
ニ
コ
リ

■
参
加
費　
1
0
0
円　

※�

別
に
電
車
賃
が
か
か
り
ま
す
。 ニ

コ
リ

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

イ
ベ
ン
ト
情
報
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笑
い
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
の	

	

メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
！

　
韮
崎
市
中
央
公
民
館
ま
な
び
no

サ
ロ
ン「
C
O
C
O
つ
な
」よ
り
、

笑
い
ヨ
ガ
の
自
主
サ
ー
ク
ル
が
立

ち
上
が
り
ま
す
。
笑
い
の
動
作
と

ヨ
ガ
の
呼
吸
法
に
よ
る
、
ど
な
た

に
で
も
で
き
る
楽
し
い
健
康
法
で

す
。
体
験
も
可
能
で
す
。

■�

サ
ー
ク
ル
名　
韮
崎
ラ
フ
タ
ー

（
笑
い
）ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル

■
活
動
日　
月
1
回

　
（
第
4
火
曜
日
午
前
中
）

※�

第
1
回
目　
4
月
25
日（
火
）

　
10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　
ニ
コ
リ
和
室
2

■
参
加
費　
3
0
0
円

■
講
師　
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
リ
ー
ダ
ー

�

宮
崎　
真
弓
氏

　
韮
崎
の
民
話
を
ご
存
知
の
方
も

少
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
市
内
に
は
数
多
く

の
民
話
が
あ
り
、
昭
和
42
年
に
は

『
韮
崎
の
民
話
・
伝
説
』と
い
う
本

が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
本
町
の
シ
ャ
ッ
タ
ー

ア
ー
ト
に
も
登
場
す
る「
ズ
イ
ト
ン

和
尚
と
ム
ジ
ナ
」で
、
円
野
町
入
戸

野
に
伝
わ
る
お
話
で
す
。

　
昔
、
入
戸
野
の
宝
蔵
院
に
ず
い

ど
ん
と
い
う
和
尚
さ
ん
が
い
た
。

毎
夜
寝
し
ず
ま
る
と
、「
ズ
イ
ト

ン
、
ズ
イ
ト
ン
」と
呼
び
掛
け
ら

れ
る
が
、
外
に
出
て
も
誰
も
い
な

い
。
あ
る
月
明
か
り
の
夜
に「
正

体
を
見
き
わ
め
て
や
ろ
う
。」と
、

寝
た
ふ
り
を
し
て
い
る
と
、「
ズ
イ

ト
ン
」と
呼
ば
れ
た
。
足
音
を
し

の
ば
せ
て
、
戸
の
す
き
ま
か
ら
の

ぞ
く
と
、
ム
ジ
ナ
が
、
太
い
シ
ッ

ポ
で
戸
を
ズ
ー
ッ
と
な
で
て
ト
ン

と
叩
い
て
い
た
。
そ
れ
を
連
続
す

る
の
で
、
ズ
イ
ト
ン
、
ズ
イ
ト
ン

と
響
い
て
い
た
の
だ
。「
ム
ジ
ナ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

�
問
合
せ
☎
2
3
―
7
6
7
6

に
ら
★
ち
び
音
楽
部
活
動
中
♪

　
月
に
1
～
2
度
、
親
子
で
音
楽

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
♪
経
験
は
全

く
問
い
ま
せ
ん
。
飛
び
入
り
参
加

も
大
歓
迎
！
楽
器
や
指
揮
が
で
き

る
方
も
募
集
中
で
す
。

※�

4
月
は
27
日（
木
）11
時
頃
よ
り

行
い
ま
す
。

中
央
公
民
館

�

問
合
せ
☎
2
0
―
1
1
1
5

ふ
る
さ
と
歴
史
再
発
見
ウ
ォ
ー
ク

「
春
の
新
府
城
を
歩
こ
う
！
」

　
気
持
ち
の
良
い
季
節
、
草
花
を

楽
し
み
、
歴
史
を
学
び
な
が
ら
春
の

「
新
府
城
」を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　
4
月
29
日（
土
）

　
　
　
　
9
時
～
12
時

■
場
所　
新
府
城
駐
車
場

■
定
員　
20
名

■
参
加
費　
無
料

※�

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
で
き
る
服

装
・
飲
み
水
持
参
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■�

申
込　
4
月
4
日（
火
）よ
り
受

付
開
始

妖
怪
ム
ジ
ナ
と
和
尚
の
知
恵
比
べ

　
　
　
　
　
　
～
宝
蔵
院
に
伝
わ
る
民
話
～

の
い
た
ず
ら
だ
っ
だ
の
か
」と
和

尚
は
苦
笑
い
を
し
て
、
大
き
な
咳

ば
ら
い
を
し
た
。
す
る
と
、
ム
ジ

ナ
は「
こ
り
ゃ
気
づ
か
れ
た
！
」と

シ
ッ
ポ
を
巻
い
て
、
一
目
散
に
逃

げ
て
、
二
度
と
い
た
ず
ら
を
し
に

は
来
な
か
っ
た
。

　
登
場
す
る
ム
ジ
ナ
は
ア
ナ
グ
マ
、

タ
ヌ
キ
や
ハ
ク
ビ
シ
ン
の
こ
と
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

『
日
本
書
紀
』で
は「
春
2
月
、
陸

奥
国
に
狢
有
り
。
人
と
な
り
て
歌

う
」と
あ
っ
て
、
ム
ジ
ナ
は
人
を
化

か
す
妖
怪
と
認
識
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
さ
に
、「
ズ
イ
ト
ン
」と
い

た
ず
ら
を
す
る
今
回
の
民
話
の
ム

ジ
ナ
と
同
じ
で
す
。

　
こ
の
民
話
の
舞
台
と
な
る
宝
蔵

院
は
山
の
す
ぐ
近
く
に
あ
り
ま

す
。
山
の
動
物
と
人
と
が
今
よ
り

も
ず
っ
と
近
い
関
係
に
あ
っ
た
こ

と
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
民
話
と
い

え
ま
す
。
ま
た
、「
ズ
イ
ト
ン
」と

い
う
言
葉
遊
び
も
魅
力
的
な
お
話

し
と
い
え
ま
す
。

に
ら
さ
き
遺
産
め
ぐ
り
第

回
23

にらみん

19
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●国民健康保険より
 3月に韮崎市国民健康保険で支払った額（保険者負担額）は、
161,276,491円（前年同月比1.55%減）で、1人あたりの保険者
負担額は、22,075円（前年同月比3.07%増）でした。引き続き健康
に気をつけ医療費の節約にご協力ください。

市の人口 3月1日現在 （前月比）
男 15,024人（うち外国人200人） 20人減
女 15,219人（うち外国人280人） 6人減
計 30,243人（うち外国人480人） 26人減

世帯数 12,538世帯 1世帯減

    年間最優秀賞
推　薦　「田園風景」� 星野　郁男 様（上野原市）
春の部
特　選　「駅前を彩る」	 長田　力 様（韮崎市）
準特選　「平和観音と農牛」	 大柴惠子 様（韮崎市）
入　選　「雨上がり」	 小尾　明 様（甲府市）
　　　　「春暁」	 木谷昌経 様
	 （西八代郡市川三郷町）
夏の部
特　選　「山頂の彩り」	 沢登圭造 様（南アルプス市）
準特選　「盛夏の夜明け」	 松井和之 様（韮崎市）
入　選　「夜明け」	 中島照雄 様（甲斐市）
　　　　「未明の雲海とレンゲツツジ」
	 加藤忠宏 様（静岡県静岡市）
秋の部
特　選　「晩秋の葡萄畑」	 内藤　均 様（南アルプス市）
準特選　「100人綱引き大会」	 岩谷秀雄 様（甲府市）
入　選　「幼き日の思い出」	 真田俊正 様（甲州市）
　　　　「東雲に眠る街」	 五味道成 様（静岡県御殿場市）
冬の部
特　選　「やさしさと平和」	 皆川　明 様（韮崎市）
準特選　「薄雲のベール」	 鈴木泰信 様（甲斐市）
入　選　「星夜」	 中村和人 様（中央市）
　　　　「屏風岩の朝やけ」	 手島克己 様（韮崎市）

応募作品展示会開催中！
展示期間　3月23日（木）～4月16日（日）
場　　所　韮崎市民交流センターニコリ
　　　　　地下　「アートギャラリー2」
時　　間　午前9時～午後9時
※“ニーラへのお便りコンテスト”応募作品展も同時開催　

回第 18 “韮崎の四季”フォトコンテスト 入賞者決定

推薦「田園風景」

春 特選「駅前を彩る」

夏 特選「山頂の彩り」

冬 特選「やさしさと平和」秋 特選「晩秋の葡萄畑」

　富士山の絶景ポイントやわに塚のサクラ、新府桃源郷、甘利山のレンゲツツジ、行事や祭りなど、大自然
と歴史のロマンに包まれた“韮崎の四季”をテーマに作品を募集したところ、全国から135点の応募がありま
した。いずれの作品も季節ごとの美しい風景を切り取った、甲乙つけがたい作品でしたが、厳正なる審査の
結果、以下のとおり入賞者が決まりました。

わに塚のサクラ　ライトアップ
　樹齢約320年を誇るわに塚のサクラ。残雪の山々を背
景に咲き誇る姿は凛とした美しさで、毎年多くの観桜者
を魅了しています。夕闇にライトアップされた幻想的な
夜桜をお楽しみください。
■期　間　3月31日（金）〜4月9日（日）（予定）
■時　間　18時30分〜20時30分
■点灯式　3月31日（金）18時15分
■野外コンサート　　　18時30分
　童謡歌手：若林秀和
　ピ ア ノ：青木陽香


